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今回はニュージーランドにいる植木君もオンライン参加しました。時差があ

ったため夜の 12 時過ぎになりましたが元気な姿を見せてくれました。こ

れからサッカーに関わる活動（指導者や審判）ができそうです ということ

だったので今後の報告をここに載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

今回のアカデミーは全員 1回ずつ主審の割り当てをもらったので各自で写真をセレクトしコメントも書き

ました。 

 

 

次回は２月１４，１５日（＠広島）の予定です。 



 

PA 内でのドリブルを近くで監視できました。説得力のあるポジショニング 

決定的な得点の機会につながったアドバンテージ



 

PA 付近でのファウルを近い良い位置で判定できました 

 

後半アディショナルタイムのカウンターへのスプリント 



 

危険なプレーに対しての笛のタイミングの重要性を学びました。 

主審としてフィールドの中だけでなくベンチの温度感も感じないといけないことを学びました 



 

 

 

 

あるシーンについて選手と 

コミュニケーションを取っています 

ナイススプリント！ 

スライディングタックルを 

良い位置で見れています 

終盤にスタミナ切れで 

争点に離れてしまいました 



カウンターでのファールが起きた際、
説得力のある距離で
ポイントオブコンタクトが見えやすい
角度をとれている。

このシーンも展開を予想しながら
ポジショニングをとりながら
ファールとの争点が正しく見える
ようなポジションをとっている。

サイドから選手が中にドリブルを
仕掛けた際も遅れずに中に
ポジショニングをとれている。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いい距離で PK の判定ができました。 

 

クリアな視界での判定 



 
プレー全体を視野に入れたポジショニング 

 

判定する際の見方やポジショニングの修正など次に生かしていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外に出ることによるメリットとデメリットについて学ぶことができました。 

 

第 4 の審判員として何をするべきか確認できました。 


